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１．はじめに 

著者らは砂糖（スクロース）溶液の旋光現象

を用いた演示実験の有用性の向上を目的とし

て透過光強度の予測や白色光透過色変化の再

現などを行ってきた．今回，それらの予測や再

現で使用した計算手法を，あらためてまとめた． 

２．計算手法 

旋光現象では，平面偏光が旋光物質を透過し

た時に電場の振動面が回転する．旋光能を決め

る旋光度(𝜙)，すなわち単位長（1cm）あたりの

回転角度(単位：rad)は，(1)式で定義される(1)． 
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Γは物質に固有の定数，N は単位体積あたり

の分子数，λは波長，n0は真空中での光の屈折

率である．可視域では真空中の光の屈折率はほ

ぼ一定とみなせるので，(1)式における旋光度𝜙

の定数部𝑔を，(2)式のように定義できる．  

旋光物質が溶液の場合，10cm(=1dm)あたり

の NaD線(589nm)についての回転角度（単位：

度）を表す比旋光度(𝛼)がよく用いられる(2,3)． 
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𝛼′は平面偏光の回転角，lは溶液長さ，Cは

溶液濃度である．(1)式では波長を任意に指定

できるが，(3)式では NaD線の波長に固定され

る．著者らの調査では砂糖溶液の比旋光度の

値しか得られなかったため，(3)式を変形し，

比旋光度から旋光度へ変換する(4)式を導出し

た上で，定数部𝑔を表す(5)式を導出した． 
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𝜆𝐷は NaD線の波長，𝑀はモル数，𝑁𝐴はアボ

ガドロ数である．比旋光度α = 66.034（理科年

表(4)の値を参考），分子量𝑀 = 342.3を代入して

砂糖溶液の𝑔の値を(6)式のように求め，砂糖溶

液における旋光度を表す(7)式を導出した． 

𝑔 = 2.276 ∙ 10−35 (6)  

𝜙 =
𝑁

𝜆2
∙ 2,276 ∙ 10−35 (7)  

３．まとめ 

(7)式を用いることで任意の砂糖溶液濃度及

び任意の透過光波長に対する旋光度を予測す

ることが可能となった．このような一般式は，

少なくとも著者らの調査では，従来は得られて

いなかった．また，どのような旋光物質につい

ても，比旋光度の数値が得られれば，同様の手

法で旋光度を予測することが可能である． 
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